
2 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 23 (23) 23 (24) 24 (24) 24 (24) 23 (23) 9 (9)
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施策を実行する
うえで基本とな

る事業

基本事業① 下水道施設の整備

主管課名 上下水道課

関係課名

施策が目指す
すがた

・下水道が整備され、市民が衛生的な生活環境の中で暮らしています。
・独立採算制の原則を基本に、健全な下水道経営が行われています。

施策の成果向
上に向けての

住民と行政との
役割分担や地
域等への期待

など

市　　民
・

事 業 所

・油や異物を流さないなど水質の浄化への意識を高めます。
・下水道整備の目的を理解し、下水道への接続に積極的に取り組みます。

令和

基本目標№ 2 基本目標名 安全で快適な暮らしやすいまち

施 策 № 18 施 策 名 下水道の整備

行　　政
・未整備地区の汚水管路の整備など、下水道事業を推進します。
・独立採算制の原則を基本に、既整備地区における下水道への接続を促進するなど下水道事業収入の確保と健全経営を目指しま
す。

そ の 他
（地　　域）

元年度実績 ２年度実績

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業② 安定した下水道事業経営

基本事業③

基本事業④

547,279 327,513 327,513

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

施策の
トータルコスト

区　　分 27年度実績 28年度実績 29年度実績 30年度実績

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計）

1,894,361

2,987,290 2,479,752 2,590,684 2,316,179 2,316,179 2,898,702

2,070,396 2,061,130 2,043,405 1,988,666 1,988,666 1,004,341

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 916,894 418,622

70,316

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

1,591

　同　　上
円 70,932 59,760 62,862 56,441 57,190

37

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 17,600 17,600 17,600 15,400 15,400 14,800

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 63 63 63 59 59

54,974 55,581

4,432

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 69,227 58,066 61,188

65,594

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 3,060,876 2,552,106 2,661,559 2,377,964 2,383,231 2,964,296

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 73,586 72,354 70,875 61,785 67,052

71,907
Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

1,609

43,152 42,706 42,340 42,132 41,672
参　　考

１時間あたりの平均人件費 4,181 4,111 4,354

Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上
円 1,705 1,694 1,674 1,466

Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

4,027 4,012

41,224魚津市の人口（各年度12月末時点）
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成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 18 施 策 名 下水道の整備

基本事業名 ①下水道施設の整備

基本事業の目的（意図）
一般家庭や事業所等から排出される汚水の処理に必要な下水道整備等により、衛生的な生活環境を守り、河川などの公共用水
域の環境負荷の軽減を図ります。

令和2年度における
主な事業内容（活動内容）

【公共下水道整備事業】
・下水道計画区域のうち、未整備箇所の汚水管路整備（公共桝の設置等）を行いました。
・処理場の長寿命化について、適切な改築や事業費の平準化を図るため、魚津市下水道ストックマネジメント計画を策定しました。
【特定環境保全公共下水道整備事業】
・下水道計画区域のうち、六郎丸地区、大海寺野地区等の未整備地区において汚水管路整備（整備面積２ha）を行いました。

93.9 94.5 95.0

92.9 93.2 93.5 94.3 94.8

H30年度 Ｒ元年度 R02年度
(最終目標年度)

下水道整備率 ％ 85.3 91.7

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

上下水道課

魚津市下水道事業会計 農業集落排水施設整備事業 26,500,000 22,550,000 3,950,000 Ａ

上下水道課

１次評価結果

魚津市下水道事業会計 公共下水道整備事業 253,935,000 205,981,600 47,953,400 Ａ

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
令和2年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

上下水道課

魚津市下水道事業会計 下水道管理運営事業 1,652,593,000 1,574,127,396 78,465,604 Ａ

0

0

一般会計 浄化槽整備事業 2,817,000 406,000 2,411,000 -

0

魚津市下水道事業会計 特定環境保全公共下水道整備事業 109,613,200 91,296,415 18,316,785 Ａ 上下水道課

0
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0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 2,045,458,200 1,894,361,411 151,096,789
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基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 18 施 策 名 下水道の整備

基本事業名 ②安定した下水道事業経営

基本事業の目的（意図）
維持管理の徹底した効率的合理化を推進するとともに、経営状況を明らかにし使用料水準を適正化し、下水道経営の安定を図り
ます。

令和2年度における
主な事業内容（活動内容）

【下水道管理運営事業（下水道使用料事務、下水道受益者負担・分担金事務、水洗化促進事業を含む。）】
・未接続者への戸別訪問やPR活動を強化し、水洗化率の向上に努めました。
・下水道整備を行った受益地区の土地所有者等に対し、事業費の一部を負担してもらう受益者負（分）担金の請求及び徴収を行いま
した。
・下水道事業における使用料対象経費となる維持管理費や資本費を賄うため、下水道使用者から適正な使用料の請求及び徴収を
行いました。
・過年度分の収納（受益者負担・分担金も同様）については、収納対策室と連携して実施しました。
【下水道維持管理事業】
・各浄化センターや汚水管渠の点検や整備を行い、適正な維持管理に努めました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

85.6 86.4 87.2 88.0
水洗化率 ％ 82.1 83.1 84.5

経費回収率 ％
79.0

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 Ｒ元年度 R02年度
(最終目標年度)

82.5

85.3 86.1 87.0 85.7 87.4

93.1

79.7 91.0 90.1 104.1 104.5
73.0 71.9 79.3

84.7

86.0 89.6

0

１次評価結果

0

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

魚津市下水道事業会計 下水道維持管理事業 347,864,000

上下水道課

予算なし 地方公営企業決算状況調査事務 0 0 0 - 上下水道課

№ 会計名 事務事業名
令和2年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

0

791,917,000 677,800,000 114,117,000 -

上下水道課

一般会計 浄化槽汚泥処理事業 7,503,000

0

0

0

一般会計 下水道事業繰出金支払事務

319,545,985 28,318,015 Ａ

6,995,489 507,511 - 上下水道課
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0

合　　計 1,147,284,000 1,004,341,474 142,942,526



施 策 № 18 施 策 名 下水道の整備

令和2年度の評
価結果（基本事
業の成果を考

慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①下水道施設の整備】
◆下水道整備については、第１期から第６期区域までは概ね整備を終えています。令和２年度は、第７期区域（六郎丸地区）の承認を得ました。今後
も、投資効果を検証しながら整備を進めます。
◆魚津市下水道ストックマネジメント計画に基づき、魚津市浄化センター等の設備の更新や建物の耐震化工事を進めます。

【②安定した下水道事業経営】
◆水洗化率については、整備の終盤に差し掛かり、既に合併浄化槽を設置している世帯が増えてきていることもあり、整備のペースに合わせた下水
道への移行が思うように進みませんでした。県内でも低い水準にあることから、引き続き下水道未接続世帯の解消に向けて、戸別訪問エリアの拡大
など水洗化率向上の施策を検討し、下水道への接続勧奨を行います。
◆下水道管渠に浸入する不明水対策として、流量等の基本情報を整理し実態把握に努め、マンホールの修繕等、不明水浸入防止に向け継続的に取
り組みます。
◆下水道事業の経営状況を明らかにし、安定した経営を図るために、令和元年（平成31年）度から公営企業会計方式に移行しました。これからも、適
切な下水道使用料による収入確保を図るため使用料の見直しを行うとともに、維持管理費用の削減につながる見直しや施設の統合を進め、安定した
下水道事業経営に努めます。
◆下水道使用料及び受益者負（分）担金の未納者に対しては、収納対策室と連携しながら、さらなる徴収率向上に努めます。

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①下水道施設の整備】
◆魚津市の下水道整備率は、令和２年度末で94.8％となり、概ね目標値に達しています。
◆魚津市の公共下水道の整備率は、令和２年度末で77.5％です。なお、県内10市で比較すると令和元年（平成31年）度末では中位（６位）水準になっ
ています。

【②安定した下水道事業経営】
◆魚津市の水洗化率は、令和２年度末で87.4％となり、目標値には達しませんでした。
◆魚津市の公共下水道の水洗化率は、令和２年度末で86.7％です。なお、県内10市で比較すると令和元年（平成30年）度末では低位（８位）水準に
なっています。
◆魚津市の公共下水道の経費回収率は、令和２年度末で104.5％となり、目標値に達しています。なお、県内10市で比較すると令和２年度末では上位
（１位）水準になっています。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（令和2年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①下水道施設の整備】
＜公共下水道事業、特定環境保全公共下水道事業＞
◆魚津市公共下水道事業計画に基づき下水道整備（管渠工事）を進め、未整備区域の解消に努めました。
◆処理場等を適切に改築し、事業費の平準化を図るため、魚津市下水道ストックマネジメント計画を策定しました。

【②安定した下水道事業経営】
＜下水道管理運営事業（水洗化促進事業含む。）＞
◆平成22年度から始めた水洗化率向上の取組として、下水道未接続世帯に対し、戸別訪問により下水道接続の勧奨を継続して実施しました。


